
日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

│
│
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
か
ら
ネ
オ
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
へ
│
│

渡

邊

啓

貴

1

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

2

欧
米
に
お
け
る
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
拡
大

3

多
様
性
を
通
じ
た
日
本
文
化
の
総
合
的
理
解

4

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
売
る
文
化
大
国
の
外
交
│
│
国
家
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
│
│

今
や
ア
ニ
メ
や

D
V
D

を
口
火
と
し
て
日
本
文
化
は
、
世
界
各
地
で
若
い
人
た
ち
に
ど
と
ま
ら
ず
、
一
般
の
人
々
に
至
る
ま
で
普

及
し
て
い
る
。
日
本
文
化
に
通
暁
し
て
い
る
こ
と
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
変
わ
り
者
の
少
数
派
の
趣
味
で
は
な
い
。
い
ま
や

日

本

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
全
般
的
に
好
い
イ
メ
ー
ジ
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
日
本
そ
の
も
の
が
そ
の
多
彩
な
文
化
を
切

り
口
と
し
て

国
家
ブ
ラ
ン
ド

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

歴
史
的
に
こ
の
よ
う
な
日
本
文
化
ブ
ー
ム
は
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
。
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
か
つ
て

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

と
言
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
し
、
そ
の
後
も
ジ
ャ
ポ
ノ
ロ
ジ
ー
（
日
本
学
）
と
し
て
人
文
分
野
で
の
日
本
研
究
は
続
い
て
い
る
。
本
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稿
は
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
日
本
文
化
の
受
容
と
普
及
に
つ
い
て
、
歴
史
的
視
角
か
ら
考
察
し
て
い
き
な
が
ら
、
今
日

の
日
本
の
政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
論
及
す
る
。

1

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
か
つ
て
の
日
本
ブ
ー
ム
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
い
う
言
葉

を
初
め
て
使
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
評
論
家
ビ
ュ
ル
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
そ
の
定
義
に
は
諸
説
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
以
下
の
よ

う
に
定
義
す
る
。

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
は
、
十
九
世
紀
後
半
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
美
術
に
与
え
た
日
本
の
影
響
を
言
う
。
影
響
は
美
術

の
全
て
の
分
野
に
及
び
、
絵
画
、
彫
刻
、
版
画
、
素
描
、
工
芸
、
建
築
、
服
飾
、
写
真
に
広
く
見
ら
れ
、
さ
ら
に
演
劇
、
音
楽
、
文

学
か
ら
料
理
に
至
る
ま
で
諸
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る

。
ま
た
影
響
が
広
ま
っ
た
地
域
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
ま
で
見
ら
れ
る
。
そ
の
終
焉
は
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
時
期
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
エ
キ
ゾ
チ
ス
ム
（
異
国
趣
味
）
と
い
う
点

か
ら
は
十
九
世
紀
は
じ
め
以
来
の
広
い
意
味
で
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
一
環
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
約
半
世
紀
の
間
西
洋
の
伝

統
的
な
技
術
様
式
や
価
値
観
を
覆
す
刺
激
を
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
与
え
、
や
が
て
新
鮮
味
を
失
っ
て
そ
の
役
目
を
終
え
た
。

ち
な
み
に
、
似
た
表
現
と
し
て
ジ
ャ
ポ
ネ
ズ
リ
ーJa

p
o
n
aserie

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
導

入
・
模
倣
す
る
こ
と
一
般
を
指
す
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
は
そ
れ
を
よ
り
専
門
的
に
発
展
さ
せ
た
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
日
本
の
技
法
の
模
倣
、

日
本
の
美
術
か
ら
見
ら
れ
る
原
理
と
方
法
の
分
析
と
応
用
を
意
味
す
る
。
最
近
の
言
葉
で
は

ジ
ャ
ポ
ネ
ス
ク

と
い
う
言
葉
に
近

い
と
思
わ
れ
る
。
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明
の
衰
亡
と
日
本
の
陶
磁
器
輸
出

実
は
、
日
本
の
美
術
品
は
十
九
世
紀
以
前
に
す
で
に
西
欧
で
出
回
っ
て
い
た
。
そ
の
嚆
矢
は
磁
器
で
あ
っ
た
。
磁
器
は
も
と
も
と

中
国
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
王
族
や
貴
族
は
そ
の
購
入
者
で
あ
っ
た
。
今
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
そ

う
し
た
高
位
の
人
々
の
城
館
に
は
陶
磁
器
館
が
あ
り
、
大
体
が
中
国
の
陶
磁
器
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
交
じ
っ
て
日
本
製
の
古
伊
万

里
な
ど
を
発
見
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。

日
本
の
こ
の
分
野
へ
の
参
入
は
、
十
六
世
紀
後
半
に
日
本
が
朝
鮮
に
進
出
し
た
際
に
（
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
）
呼
び
寄
せ
ら
れ

た
陶
工
た
ち
に
よ
っ
て
中
国
風
の
有
田
焼
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
当
時
中
国
の
磁

器
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
侯
貴
族
に
よ
っ
て
愛
好
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
中
国
の
明
朝
が
滅
ぼ
さ
れ
て
磁
器
の
輸
出
が
停
止
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
中
国
の
代
わ
り
に
磁
器
を
輸
出
し
始
め
た
の
が
日
本
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
六
五
〇
年
ご
ろ
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

古
伊
万
里

色
鍋
島

柿
右
衛
門

な
ど
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
一
六
五
二

年
か
ら
一
六
八
三
年
ま
で
の
三
十
年
間
に
約
百
九
十
万
個
の
磁
器
が
日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
送
り
出
さ
れ
た
。

ま
た
漆
器
は
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
た
ち
の
影
響
を
受
け
た
南
蛮
漆
器
を
生
み
出
し
、
教
会
の
祭
具
な
ど
に
使
わ
れ
た
。
祭
具
か

ら
日
常
の
生
活
品
に
い
た
る
ま
で
の
漆
器
は
東
イ
ン
ド
会
社
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸
入
を
始
め
た
。
漆
器
が
日
本
の
代
名
詞
と
な
り
、

そ
れ
が
ジ
ャ
パ
ン
と
呼
ば
れ
た
の
は
十
七
世
紀
の
後
半
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
白
磁
鉱
が
発
見
さ
れ
、

ド
イ
ツ
の
マ
イ
セ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
セ
ー
ブ
ル
で
技
術
開
発
が
進
み
、
日
本
や
中
国
の
写
し
の
磁
器
生
産
が
発
展
し
た
の
で
、
日
本

か
ら
の
輸
出
は
減
少
し
た
。

他
方
、
浮
世
絵
は
木
版
の
精
巧
な
多
色
刷
り
の
錦
絵
が
開
発
さ
れ
た
の
が
一
七
五
六
年
だ
っ
た
の
で
、
海
外
へ
の
輸
出
は
ず
っ
と

後
に
な
っ
た
。
最
初
に
海
外
に
浮
世
絵
が
輸
出
さ
れ
た
の
は
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
イ
サ
ー
ク
・
テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
と
さ
れ
る
（
滞

日
期
間
一
七
七
九
│
一
七
八
四
年
）。
そ
の
後
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
師
と
し
て
来
日
し
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
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ボ
ル
ト
医
師
（
滞
日
一
八
二
三
│
一
八
二
九
年
）
は
北
斎
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ
る
。

日
本
美
術
品
の
輸
出

一
八
五
四
年
に
日
本
が
開
国
し
て
か
ら
は
、
大
量
の
日
本
美
術
品
が
海
外
流
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
本
格
的
に
日
本

美
術
品
を
収
集
し
、
持
ち
帰
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
と
し
て
来
日
し
た
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
・
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
で
、
一
八
六
二
年
ロ

ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
へ
の
出
品
に
大
き
く
関
わ
っ
た
。
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
日
本
美
術
の
公
式
デ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

在
日
公
使
と
な
っ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
は
写
楽
の
大
首
絵
二
七
点
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
浮
世
絵
の
名
品
を
持
ち
帰
っ
た
が
、

そ
れ
ら
は
現
在
大
英
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
外
交
官
の
個
人
的
趣
味
か
ら
の
美
術
品
の
収
集
と
は
別
に
、
直
接
日
本
で
買
い
付
け
を
し
始
め
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

ア
ン
リ
・
セ
ル
ヌ
ッ
シ
と
テ
オ
ド
ー
ル
・
デ
ュ
レ
を
嚆
矢
と
し
て
、
エ
ミ
ー
ル
・
エ
チ
エ
ン
ヌ
・
ギ
メ
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ビ
ン

グ
ら
が
一
八
七
一
年
か
ら
一
八
八
〇
年
に
か
け
て
来
日
し
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
は
腕
足
類
の
貝
の
調
査
の

た
め
に
東
京
大
学
に
迎
え
ら
れ
た
が
、
日
本
各
地
か
ら
四
千
点
を
超
え
る
陶
磁
器
を
持
ち
帰
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
か
ら
造
幣
局
指
導
者

と
し
て
来
日
し
た
エ
ド
ア
ル
ド
・
キ
ヨ
ソ
ー
ネ
は
、
肉
筆
浮
世
絵
、
版
画
、
仏
画
、
漆
器
、
陶
磁
器
、
能
面
な
ど
一
万
五
千
点
を
イ

タ
リ
ア
に
持
ち
帰
っ
た
。

日
本
側
か
ら
も
幕
末
明
治
の
頃
か
ら
積
極
的
な
輸
出
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
一
八
六
七
年
の
パ
リ
万
博
で
は
江
戸
幕
府
は
版
画
、
掛

け
軸
、
着
物
、
蒔
絵
漆
器
、
陶
磁
器
な
ど
大
量
の
展
示
を
行
い
、
閉
会
後
出
品
物
を
全
て
売
却
し
た
。
こ
れ
は
日
本
文
化
紹
介
の
大

き
な
転
機
と
な
っ
た
。

一
八
七
三
年
ウ
ィ
ー
ン
万
博
で
は
明
治
政
府
が
張
り
ぼ
て
の
鎌
倉
大
仏
、
直
径
二
メ
ー
ト
ル
の
大
太
鼓
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
大

提
灯
を
展
示
、
工
芸
品
を
中
心
と
し
た
物
産
は
展
示
場
所
が
足
り
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
人
気
の
あ
っ
た
の
は
神
社
境
内
の
日
本
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庭
園
、
茶
・
扇
子
・
団
扇
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
売
却
す
る
た
め
の
会
社
（
起
立
工
商
会
社
）
が
設
立
さ
れ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
小
説

や
芝
居
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
て
い
る
林
忠
正
は
、
こ
の
起
立
工
商
会
社
の
社
員
と
な
っ
て
パ
リ
で
活
躍
し
た
が
、
そ
の
後
自
ら
独
立

起
業
、
大
量
の
浮
世
絵
版
画
を
売
買
し
、
文
筆
家
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
（
有
名
な
文
学
賞
ゴ
ン
ク
ー
ル
賞
と
し
て
知
ら
れ
る
）
な
ど
と
も

知
り
合
っ
た
。
一
八
七
八
年
パ
リ
万
博
で
は
ト
ロ
カ
デ
ロ
広
場
に
日
本
の
農
家
を
模
し
た
ハ
ウ
ス
が
建
設
さ
れ
、
日
本
人
の
日
常
生

活
が
紹
介
さ
れ
た
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
熱
狂
は
頂
点
に
達
し
た
と
言
わ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
発
展
し
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
発
展
に
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
貢
献
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
が
日
本
の
美
術
品
に
高
い
評
価
を
与

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
九
世
紀
半
ば
で
あ
る
。
一
八
五
一
年
に
は
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
が

一
八
〇
〇
某
年

で
日
本
美
術
品
に

飾
ら
れ
た
サ
ロ
ン
を
描
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
第
二
帝
政
期
に
入
っ
た
頃
に
は
、
す
で
に
日
本
ブ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
が
イ
ン
テ

リ
の
間
で
広
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
一
八
六
七
年
万
国
博
覧
会
の
と
き
に
は
す
で
に
熱
狂
的
な
日
本
フ
ァ

ン
が
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
浮
世
絵
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
有
名
な
話
だ
が
、
日
本
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
陶
器
の
包
み
箱
の
詰
め
物

に
使
わ
れ
て
い
た

北
斎
漫
画

の
芸
術
性
に
版
画
家
フ
ェ
リ
ク
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
が
関
心
を
示
し
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
一
八
五
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
に
は
ド
ソ
ワ
夫
妻
が
パ
リ
に
最
初
の
日
本
美
術
店
を
開
店
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
浮
世
絵
は
印
象
派
の
一
連
の
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
高
い
評
価
を
受
け
、
世
界
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
エ
ド
ワ
ー
ル
・
マ
ネ
の

エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
の
肖
像

の
背
景
に
は
日
本
の
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
（
一
八
六
八

年
）。
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
は
第
二
回
印
象
派
展
に

ラ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ズ

を
出
典
、
ド
ガ
や
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
な
ど

も
日
本
の
美
術
の
強
い
影
響
を
受
け
た
。
日
本
人
観
光
客
が
よ
く
訪
れ
る
、
パ
リ
郊
外
の
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
に
あ
る
モ
ネ
の
家
に
は
相
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当
数
の
浮
世
絵
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
彼
自
身
の
関
心
が
ど
れ
ほ
ど
高
い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
。
日
本
の
美
術
商
林
忠
正

の
働
き
か
け
で
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は

北
斎

歌
麿

（
一
八
八
一
年
）
を
出
版
し
た
。
こ
の
第
一
の
日
本
ブ
ー
ム
は
、
浮
世
絵
を
代

表
に
し
た
美
術
品
の
評
価
を
得
た
時
期
だ
っ
た
。

画
商
で
あ
り
評
論
家
、
雑
誌
記
者
で
あ
っ
た
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ビ
ン
グ
は
急
速
に
拡
大
し
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
核
と
な
っ
た
存

在
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
一
八
八
八
年
か
ら
一
八
九
一
年
に
か
け
て
仏
・
英
・
独
の
各
国
語
で

芸
術
の
日
本
（Le

Ja
p
o
n
artis‑

tiq
u
e

）

と
い
う
豪
華
雑
誌
を
発
行
し
た
。
色
刷
り
の
図
版
を
多
く
掲
載
し
、
浮
世
絵
、
金
工
、
陶
器
か
ら
建
築
、
歌
舞
伎
に
い
た

る
ま
で
の
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
を
紹
介
し
た
。
そ
の
主
た
る
目
的
は
日
本
の
美
術
品
を
愛
好
す
る
層
を
拡
大
し
、
販
路
を
大
き
く
す
る

こ
と
に
あ
っ
た
が
、
日
本
を
総
合
芸
術
の
お
手
本
と
し
て
ゴ
ッ
ホ
を
は
じ
め
多
く
の
芸
術
家
に
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
雑
誌
の
命
名

が

日
本
の
芸
術

で
は
な
く
、

芸
術
（
的
）
の
日
本

で
あ
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
。
つ
ま
り
日
本
人
の
生
活
全
体
を

芸

術
的

と
見
る
、
高
い
評
価
が
日
本
自
体
に
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
は
そ
の
後
絵
画
で
は
ナ
ビ
派
、
多
色
刷

り
の
室
内
装
飾
と
し
て
の
版
画
、
ポ
ス
タ
ー
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
陶
器
や
建
築
に
も
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
。

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
は
、
も
ち
ろ
ん
フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
美
術
を

は
じ
め
と
す
る
芸
術
一
般
に
も
影
響
を
与
え
た
ば
か
り
か
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し

一
般
に
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
呼
ば
れ
た
日
本
ブ
ー
ム
の
時
代
は
第
一
次
大
戦
前
後
、
少
く
と
も
第
二
次
大
戦
前
ま
で
に
は
終
了
し
た
と

言
わ
れ
る
。
戦
争
の
足
音
が
近
づ
く
中
で
、
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
よ
り
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
き
、
人
気
を
失
っ

て
い
っ
た
。
そ
の
新
鮮
味
も
賞
味
期
限
が
切
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
日
本
文
化
は
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
地
盤
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
後
陸
続
と
日
本
人
が

パ
リ
に
や
っ
て
き
た
時
期
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
に
は
国
際
大
学
都
市
に
薩
摩
治
郎
八
が
私
財
を
投
じ
て
日
本
館
を
建
て
、
開
館
式

に
は
大
統
領
ま
で
出
席
し
た
。
こ
の
日
本
館
は
今
で
も

薩
摩
屋
敷

と
呼
ば
れ
、
日
本
人
学
生
を
中
心
に
パ
リ
留
学
生
生
活
の
拠
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点
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
惜
し
む
ら
く
は
館
の
老
朽
化
に
よ
っ
て
次
第
に
使
い
勝
手
の
悪
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
改
修
す

る
た
め
の
資
金
も
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

第
一
次
大
戦
後
の
こ
の
時
期
に
、
よ
く
知
ら
れ
た
日
本
人
の
名
前
は
藤
田
嗣
治
と
山
田
菊
で
あ
っ
た
。
嗣
治
は
エ
コ
ー
ル
ド
パ
リ

に
属
し
た
画
家
で
あ
っ
た
。
山
田
は
日
本
領
事
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
間
に
生
ま
れ
た
女
性
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
八
年
か
ら
二
三
年
日

本
で
暮
ら
し
、
文
学
サ
ロ
ン
で
活
躍
、
日
本
の
詩
歌
や
昔
話
を
仏
訳
し
、
小
説

日
本
人
の
唇
の
上
に

（

‑

1
92
4

）
を
出
版
し
た
。
そ
の
後

障
子

政
子

な
ど
を
発
表
し
た
。
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
は

朝
日
の
中
の
黒
い
鳥

（

1
9
2
7

）
を
著
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
論
じ
た
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
時
代
日
本
文
化
の
愛
好
家
の
知
識
は
向
上
し
、
そ
の
嗜
好
は
美
術
だ
け
で
は
な
く
、
文
学
の
分
野
に
も
向
か
っ

て
い
た
が
、
と
く
に
俳
諧
が
大
き
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
に
は
雑
誌

新
し
い
フ
ラ
ン
ス
誌

（

）
が
俳
諧
特
集
を
行
っ
て
い
る
。
エ
リ
・
リ
シ
ャ
ー
ル
の
主
催
し
た

パ
リ
の
イ
メ
ー
ジ

（

）
の
一
九

二
四
年
一
〇
／
一
一
月
合
併
号
は
芭
蕉
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
松
尾
邦
之
助
は

芸
者
の
う
た

其
角
の
俳
諧

を
出
版
し
た
。

石
川
啄
木
や
北
原
白
秋
の
短
歌
な
ど
も
仏
訳
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
日
本
文
化
に
対
す
る
評
価
の
基
本
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
と
は
異
な
っ
た
異
国
情
緒
的
な
関
心
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
ブ
ー
ム
と
い
っ
て
も
、
知
識
人
を
中
心
に

し
た
人
々
の
間
の
も
の
で
、
一
般
大
衆
に
馴
染
ま
れ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

2

欧
米
に
お
け
る
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
拡
大

日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
推
移

わ
れ
わ
れ
は
第
二
次
大
戦
の
痛
恨
の
経
験
か
ら
海
外
と
の
交
流
は
戦
後
と
考
え
が
ち
だ
が
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
第
一
次
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大
戦
で
は
日
本
は
戦
勝
国
で
あ
り
、
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ
と
し
て
戦
後
設
立
さ
れ
た
国
際
連
盟
の
常
任
理
事
国
で
あ
っ
た
。
経
済
は
好

況
を
呈
し
、
円
が
強
く
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
留
学
生
生
活
は
物
質
的
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の
間
で
日
本
と
い
う
国
の
存
在
が
、
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

第
一
次
大
戦
後
フ
ラ
ン
ス
で
左
翼
連
合
政
権
の
首
相
と
な
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ル
・
エ
リ
オ
は
、
欧
州
統
合
を
積
極
的
に
主
張
し
た
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
妹
分
で
あ
る
若
い
ア
メ
リ
カ
の
一
植
民
地
の
よ
う
に
見
え
て
き
た
。
（
…
…
）
日
本
が
そ
の
全
力
と
勤
勉
を
発
揮
し

て
い
る
…
…

と
い
う
危
機
感
を
そ
の
著
作
で
綴
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
彼
は

欧
州
合
衆
国

の
樹
立
を
主
張
し
た
の
で

あ
る
。
今
日
の

E
U

の
走
り
で
あ
る
。

そ
の
目
的
は
第
一
次
大
戦
後
の
疲
弊
を
背
景
に
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
没
落

と
呼
ば
れ
た
時
代
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
に
対
抗
し

て
い
こ
う
と
い
う
の
が
趣
旨
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
着
実
に
力
を
つ
け
て
い
る
国
と
し
て
日
本
が
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
、

武
士
道

で
有
名
と
な
っ
た
新
渡
戸
稲
造
は
国
際
連
盟
の
事
務
次
長
を
務
め
た
が
、
そ
の
あ
と
を
継
い
だ
の
が
杉
村
陽
太
郎
で
あ

っ
た
。
杉
村
は
当
時
フ
ラ
ン
ス
人
ド
ラ
モ
ン
ト
事
務
総
長
の
下
で
政
治
担
当
事
務
次
長
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
地
域
の
紛
争
の
調

停
に
あ
た
っ
た
。
後
に
杉
村
は
フ
ラ
ン
ス
大
使
と
な
る
が
、
日
本
と
い
う
国
の
存
在
感
を
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
い
て
世
界
に
知
ら
し
め
た

一
人
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
ジ
ャ
ポ
ノ
ロ
ジ
ス
ト
（
人
文
分
野
で
の
日
本
研
究
者
）
は
生
き
続
け
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
一
般
的
に
は
、
彼
ら
の
間
で
の
日
本
の
存
在
感
は
き
わ
め
て
小
さ
か
っ
た
。
彼
ら
の
日
常
生
活
の
中
で
は
日
本
と
い
う
国

は
影
も
形
も
な
か
っ
た
、
彼
ら
の
生
活
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
ろ
う
。
日
本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
存
在
感
を
示

し
始
め
る
の
は
、
日
本
が
自
由
主
義
世
界
で
経
済
第
二
位
、
ハ
イ
テ
ク
先
進
国
と
自
他
と
も
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
る
。
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戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
増
大
と
イ
メ
ー
ジ
改
善

壊
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
に
と
っ
て
、
最
大
の
課
題
は
国
家
復
興
で
あ
っ
た
。
幸
い
ア
メ
リ
カ
の
復
興
援
助

の
下
、
日
本
は
高
度
経
済
成
長
に
成
功
し
た
。
し
か
し
他
方
で
、
急
速
な
経
済
成
長
に
伴
う
、
海
外
貿
易
の
拡
大
や
米
欧
諸
国
と
の

一
連
の
貿
易
・
経
済
摩
擦
は
日
本
に
対
す
る
激
し
い
批
判
を
招
い
た
。
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
は
、
繊
維
・
鉄
鋼
・
自
動
車
・
農
産
物

（
オ
レ
ン
ジ
・
牛
肉
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
も
ビ
デ
オ
・
自
動
車
を
め
ぐ
る
摩
擦
が
一
九
六
〇
年
代
以
後
八
〇
年
代
ま
で
繰
り
返
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
日
本
の
存
在
感
は
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
人
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
本
格
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
以
前
に
は
、
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
極
め
て
小
さ
か
っ
た
。
そ
れ
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
の
発
言
が

有
名
で
あ
る
。
戦
後
初
め
て
国
家
元
首
と
し
て
池
田
隼
人
首
相
が
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
と
会
見
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
ド
ゴ
ー
ル
は

冗
談
交
じ
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
池
田
首
相
の
こ
と
を

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
商
人

と
軽
妙
な
調
子
で
評
し
た
と
い
わ
れ
る
。

ド
ゴ
ー
ル
は
米
ソ
等
距
離
外
交
の
枠
組
み
の
中
で
、
中
国
を
承
認
し
た
大
統
領
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
言
葉
に
は
同
じ
ア
ジ
ア
の
国
で

あ
る
日
本
に
対
す
る
無
関
心
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。

六
〇
年
代
以
後
に
な
っ
て
も
、
成
長
す
る
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
き
わ
め
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
余
裕
の
な

い
性
急
な
民
族
と
見
ら
れ
た
日
本
人
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
疑
念
は
な
か
な
か
解
け
な
か
っ
た
。
し
ば
し
ば
言
わ
れ
て
き
た

こ
と
だ
が
、
産
業
の
急
成
長
で
公
害
が
蔓
延
し
、

ウ
サ
ギ
小
屋

の
よ
う
な
小
さ
な
家
に
住
む
働
き
者
、
ホ
ン
ダ
の
バ
イ
ク
に
乗

っ
て
、
眉
を
怒
ら
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
戦
士
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
長
い
間
付
き
ま
と
っ
た
。
初
期
の
マ
ン
ガ
に
対
す
る
暴
力
的
な
イ
メ
ー

ジ
の
基
礎
に
は
そ
う
し
た
欧
米
人
の
日
本
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
識
が
あ
っ
た
。

日
本
見
直
し
論
は
、
世
界
的
に
は
エ
ズ
ラ
・
ボ
ー
ゲ
ル
の

ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

や
日
本
的
生
産
様
式
の
再
評

価
な
ど
を
通
し
て
次
第
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン

と
い
う
経
済
学
派
の
主

張
が
学
術
的
な
立
場
か
ら
の

日
本
見
直
し
論

と
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
日
本
の
生
産
様
式
、
と
く
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
生
産
様
式

日本のパブリック・ディプロマシー

161



に
見
ら
れ
る
効
率
性
の
追
求
に
注
目
し
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
欧
米
企
業
の
旧
態
依
然
た
る
生
産
様
式
改
善
へ
の
教
訓
と
し
た
。
日

本
的
様
式
に
学
ぶ
発
想
の
転
換
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
単
に
芸
術
や
文
学
を
通
し
た
対
日
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
ま
た
第
二
次
大
戦
の
歴
史
的
記
憶
か
ら
く
る
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
な
イ
メ
ー
ジ
で
も
な
い
、
日
本
の
社
会
経
済
生
活
と
結
び
つ
い
た
新
た
な
対
日
イ
メ
ー
ジ
が
次
第
に
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
い
わ

ば
従
来
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
日
本
人
像
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
八
十
年
代
以
降
の
傾
向
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
下
で
あ
る
と
は
い
え
、
憲
法
第
九
条
に
象
徴
さ
れ
る
日
本
の
対
外

外
交
は
戦
後

平
和
主
義

で
一
貫
し
て
い
る
。
こ
れ
は
欧
米
諸
国
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
で
は
ま
だ
国
内
政
治
社

会
情
勢
が
不
安
定
な
国
も
多
い
。
そ
う
し
た
中
で
必
ず
し
も
欧
米
型
で
は
な
い
に
し
て
も
、
民
主
主
義
や
市
場
経
済
が
安
定
的
に
社

会
に
定
着
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
日
本
は
欧
米
先
進
国
と
価
値
観
を
共
有
し
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
最
も
信
頼
で
き
る

国
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
冷
戦
終
結
後
の
バ
ブ
ル
崩
壊
は
経
済
大
国
日
本
の
攻
撃
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。

加
え
て
、
冷
戦
終
結
に
よ
っ
て
軍
事
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
緊
張
は
軽
減
し
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ま
す
ま
す
そ
れ
以
外
の
分
野

で
の
国
際
協
力
の
重
要
性
を
大
き
く
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
戦
後
一
貫
し
て
平
和
国
家
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
て
き
た
日
本
の
外
交

は
有
利
な
立
場
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

日
本
文
化
の
理
解
層
の
拡
大

こ
う
し
た
中
で
、
日
本
の
存
在
感
が
次
第
に
定
着
し
て
い
く
の
は
、
八
〇
年
代
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
に
加
え
て
、
先
端
技
術
分
野
で
最
先
進
国
で
あ
る
日
本
の
提
供
す
る
文
化
は

近
代
的

な
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
侘
び
・
寂
び
に
代
表
さ
れ
る
、
そ
れ
ま
で
の

伝
統
的
な
日
本
文
化

で
は
な
く
、
家
電
・
バ
イ
ク
・
自
動
車
・
ビ

デ
オ
な
ど
の
よ
り
身
近
な
生
活
に
密
着
し
た
分
野
で
の
日
本
の
顔
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ホ
ン
ダ
・
ト
ヨ
タ
・
日
産
・
ソ
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ニ
ー
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
世
界
的
な
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
た
。

そ
の
延
長
上
に
、
任
天
堂
に
代
表
さ
れ
る
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
・

D
V
D

、
ま
た
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
、

J
・
ポ
ッ
プ
な
ど
の
コ
ン
テ
ン

ツ
分
野
で
の
商
品
販
路
の
拡
大
が
あ
っ
た
。
同
時
に
、
そ
れ
は
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
浸
透
で
あ
り
、
広
い
意
味
で
の
日
本

文
化
・
社
会
の
関
心
層
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
。
今
で
は
日
本
に
対
す
る
好
奇
心
と
理
解
は
か
つ
て
の
よ
う
に
一
部
の
海
外
経
験
の

豊
富
な
高
位
の
職
に
あ
る
人
々
や
有
識
者
に
限
ら
な
い
。
異
国
情
緒
趣
味
を
超
え
て
、
伝
統
と
と
も
に
近
代
的
文
化
・
社
会
の
建
設

に
成
功
し
た
国
家
の
例
と
し
て
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
。
と
く
に
、
若
い
世
代
に
日
本
へ
の
関
心
が
拡
大
し
た
の
が

特
徴
で
あ
る
。

そ
し
て
彼
ら
に
と
っ
て
、
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
か
つ
て
の
戦
争
体
験
を
経
た
世
代
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
、
高
度
経
済
成
長
の
時
代
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
マ
ン
ガ
な
ど
を
通
し
て
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
日
本
社
会
は
平
和
で
、
近
代
化
さ
れ

た
多
様
な
側
面
を
持
つ
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
繊
細
で
、
細
か
い
愛
情
や
感
性
を
持
っ
た
国
民
と
し
て
肯

定
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
日
本
理
解
の
や
り
方
に
は
毀
誉
褒
貶
が
あ
る
。
侘
び
・
寂
び
の
伝
統
的
価
値
観
は
高
尚
で
は
あ
っ
て
も
、
な

か
な
か
な
そ
の
理
解
者
の
底
辺
は
拡
大
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
浸
透
は
そ
の
比
で
は
な
い
。
も
ち
ろ

ん
、
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
は
平
易
さ
を
特
徴
と
す
る
だ
け
に
、
単
純
化
や
適
度
の
デ
フ
ォ
ル
メ
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ど
こ
ま

で
日
本
の
本
当
の
姿
が
理
解
さ
れ
る
の
か
は
疑
わ
し
い
と
、
今
日
の
傾
向
に
反
対
す
る
人
々
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ

カ
映
画

キ
ル
・
ビ
ル

は

日
本
刀
オ
タ
ク

と
で
も
い
う
べ
き
、
深
作
欣
二
監
督
に
心
酔
す
る
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
タ
ラ
ン
テ
ィ

ー
ノ
監
督
が
、
殺
陣
の
シ
ー
ン
を
撮
る
た
め
だ
け
に
製
作
し
た
作
品
で
は
な
い
か
、
と
思
う
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
小
道
具
や
セ
ッ

ト
も
私
た
ち
日
本
人
が
見
る
と
、
な
ん
だ
か
国
籍
不
明
の
世
界
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
同
じ
く
映
画

S
a
y
uri

ラ
ス
ト
・
サ
ム

ラ
イ

な
ど
の
着
物
姿
も
わ
れ
わ
れ
に
は
不
自
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

本
物
の
着
物
姿

と
し
て
定
着
す
る
こ
と
に
は
日
本
人
の
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一
人
と
し
て
大
い
な
る
懸
念
を
持
つ
。
海
外
で
大
変
な
人
気
と
な
っ
て
い
る

日
本
食

に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
し
か

し
文
化
外
交
政
策
と
い
う
立
場
か
ら
は
、
ま
ず
は
関
心
を
持
っ
て
、
理
解
し
よ
う
と
す
る
人
々
を
増
や
す
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
そ

の
中
か
ら
、
本
当
の
理
解
者
が
ど
の
く
ら
い
生
ま
れ
る
か
、
そ
し
て
彼
ら
が
日
本
外
交
や
日
本
理
解
の
底
支
え
を
し
て
く
れ
る
層
と

な
っ
て
く
れ
る
の
か
。
外
交
的
見
地
か
ら
言
え
ば
そ
の
こ
と
の
ほ
う
が
意
義
が
大
き
い
。
い
わ
ゆ
る

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

に
よ
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
（
相
手
国
民
に
直
接
訴
え
る
政
策
）
の
議
論
で
あ
る
。

3

多
様
性
を
通
じ
た
日
本
文
化
の
総
合
的
理
解

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
と
し
て
の
日
本
文
化

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
提
唱
者
と
し
て
有
名
な
の
は
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ナ
イ
で
あ
る
。

彼
は
九
〇
年
代
か
ら

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
外
交
の
新
し
い
あ
り
方
を
主
張
し
て
話
題
と
な
っ
た
。
そ
の
真

意
は
軍
事
力
や
経
済
力
の
よ
う
な
手
段
を
用
い
て
相
手
国
を
強
制
す
る
こ
と
な
く
、

自
国
が
望
む
も
の
を
他
国
が
望
む
よ
う
に
す

る
力

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は

魅
力
的
な
文
化

、

政
治
的
な
価
値

、

正
当
で
敬
意
を
払
わ
れ
る
べ
き
外
交
政

策

で
あ
る
。
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
を
嫌
い
な
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
が
、
こ
れ
こ
そ
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
代
表
的
な
も
の
で
、
ア

メ
リ
カ
に
対
す
る
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
こ
と
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。
右
に
述
べ
た
よ
う
な
、
い
く
つ
か
の
分
野
が
あ

る
の
だ
が
、
一
般
に
は

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

と
言
っ
た
場
合
、

文
化
面
で
の
影
響
力

が
想
起
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
で
は
、

日
本
文
化
と
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。

か
つ
て
は
、
日
本
文
化
と
言
え
ば
、
華
道
・
書
道
に
始
ま
り
、
侘
び
・
寂
び
の
精
神
に
結
び
つ
く
伝
統
文
化
の
こ
と
を
さ
し
て
い

た
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ
は

質
素
さ

で
あ
っ
た
。
日
本
文
化
・
社
会
生
活
の
原
点
は
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
見
方
で
あ
っ
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た
。今

で
は
、
日
本
文
化
は
伝
統
的
文
化
か
ら
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
に
至
る
ま
で
多
種
多
様
で
あ
る
。

文
化

は
以
下
の
よ
う
に
性
格
づ
け
さ
れ
る
。
大
雑
把
に

ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー

と

ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー

に
大
別
す

る
と
、
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
は
、
教
養
人
を
対
象
と
す
る
文
学
、
建
築
、
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
、
現
代
ダ
ン
ス
、
映
画
（
内
容
次
第
で
は

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
も
あ
る
）
な
ど
が
入
る
。
外
務
省
英
語
版
広
報
で
の
分
類
で
は
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
広
義
に
規
定
し

大
衆

文
化

程
度
の
意
味
で
用
い
て
い
る
が
、
そ
れ
に
従
う
と
、
若
い
人
た
ち
を
対
象
と
す
る
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、
ヤ
ン
グ
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

J
ポ
ッ
プ
、
年
長
者
も
対
象
と
す
る
日
本
料
理
、
武
道
、
日
本
の
ド
ラ
マ
、
ハ
イ
テ
ク
製
品
（
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ

ド
・
ロ
ボ
ッ
ト
）、
折
り
紙
・
生
け
花
・
茶
道
・
囲
碁
・
大
相
撲
な
ど
の
伝
統
文
化
も
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
入
る
。

マ
ッ
ク
グ
レ
イ
が
強
調
し
た
の
は
、
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
・
ゲ
ー
ム
な
ど
の
分
野
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
分
野
の
素
材
は
多
岐
に

わ
た
る
。
マ
ン
ガ
の
特
徴
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
少
年
冒
険
も
の
、
少
女
マ
ン
ガ
、
料
理
、
時
代
劇
、
歴
史
も
の
、
ス
ポ

ー
ツ
、
恋
愛
、
セ
ッ
ク
ス
、
暴
力
な
ど
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
日
本
の
文
化
領
域
の
多
様
性
を
示
し
て
い
る
。
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ

ー
が
流
行
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
が
日
本
文
化
だ
と
考
え
る
人
は
少
な
い
。
実
際
に
は
日
本
文
化
は
そ
の
多
様
性
を
紹
介

す
る
こ
と
を
通
じ
て
総
合
性
の
あ
る
幅
広
い
文
化
と
し
て
理
解
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

世
界
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
日
本
展
で
は
従
来
の
お
茶
・
花
、
相
撲
・
柔
道
、
書
道
な
ど
と
も
に
マ
ン
ガ
や
ビ
デ
オ
の
コ
ー
ナ

ー
は
今
で
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
日
本
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
見
本
市
で
あ
る

Ja
p
a
n
E
x
p
o

で
あ
る
。
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
の
販
売
、
コ
ス
プ
レ
、
漫
画
家
の
サ
イ
ン
会
や
講
演
な
ど
を
盛
り
こ
ん
だ
企
画
で
あ
る
。
四
日
間
で
二

〇
一
〇
年
に
は
十
六
万
人
以
上
が
集
ま
っ
た
。
近
年
こ
う
し
た
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
加
え
て
、
武
道
・
書
道
な
ど
伝
統
的
な
日
本

文
化
や
地
方
の
紹
介
、
日
本
語
教
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
啓
蒙
的
企
画
も
増
え
て
い
る
。
日
本
政
府
も
そ
う
い
う
点
で
強
く
働
き

か
け
て
い
る
。
個
別
の
伝
統
・
現
代
文
化
芸
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
別
に
こ
う
し
た
企
画
は
さ
ま
ざ
ま
に
行
わ
れ
て
い
る
。
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国
際
見
本
市
や
地
方
な
ど
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
そ
の
規
模
の
大
小
に
限
ら
ず
、
浮
世
絵
・
焼
き
物
な
ど
を
含
む
日
本
の
伝
統
的
芸

術
の
展
示
紹
介
か
ら
始
ま
っ
て
、
明
治
時
代
の
西
欧
近
代
導
入
・
太
平
洋
戦
争
・
戦
後
の
復
興
と
ハ
イ
テ
ク
・
経
済
大
国
と
し
て
の

日
本
社
会
の
紹
介
、
そ
し
て
ゲ
ー
ム
・
ア
ニ
メ
・

J
ポ
ッ
プ
・
観
光
地
の
紹
介
と
い
う
よ
う
に
歴
史
的
か
つ
他
分
野
に
ま
た
が
る
総

合
的
な
紹
介
が
一
般
的
な
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
文
化
的

売
り
物

が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ

れ
は
強
み
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年
七
月
に
小
泉
首
相
が
設
置
し
た

文
化
外
交
の
推
進
に
関
す
る
懇
親
会

の
報
告
書
で
は
、
日
本
の
文
化
や
社
会
モ

デ
ル
を

21
世
紀
型
ク
ー
ル

と
し
て
提
示
し
た
。
伝
統
文
化
や
現
代
文
化
を
含
む
多
様
な
日
本
文
化
を
、
面
白
さ
、
楽
し
さ
、
美

し
さ
、
健
康
な
ど
身
近
な
生
活
の
中
の
幸
福
追
求
と
結
び
つ
け
る
と
同
時
に
自
然
や
環
境
と
調
和
し
つ
つ
、
持
続
的
な
物
心
両
面
に

お
け
る
豊
か
な
生
活
を
創
り
あ
げ
て
い
く
よ
う
な
社
会
の
あ
り
方
と
重
ね
て
世
界
に
発
信
し
よ
う
と
い
う
発
想
で
あ
る

）
。

│
│
日
本
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
世
界
の
承
認

こ
う
し
た
中
で
、
日
本
外
交
に
と
っ
て
文
化
交
流
は
次
第
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
き
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
ク
グ
レ
イ
は
二
〇
〇
二
年
に
発
表
し
た
論
文

G
ross

N
atio

n
al

C
o
ol"

と
い
う
論
文
で
、
日
本
の
文
化
的
潜

在
力
に
つ
い
て
論
じ
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
経
済
的
に
後
退
す
る
日
本
経
済
と
は
裏
腹
に
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
面
で
日
本
は
世

界
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
始
め
た
、
と
論
じ
た
の
で
あ
る

）
。

問
題
は
、
こ
れ
を
一
過
性
の
流
行
す
た
り
の
も
の
と
し
て
考
え
る
の
か
、
国
際
的
に
定
着
し
た
日
本
文
化
と
し
て
育
て
て
い
く
べ

き
も
の
な
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
こ
で
は
後
者
の
立
場
を
と
る
。
と
い
う
の
は
、
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
は
す
で
に
海
外
で
は
三
十
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
ひ

と
つ
の
文
化
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
商
業
的
に
も
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
で

ド
ラ
え
も
ん

を
は
じ
め
と
し
て
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鉄
腕
ア
ト
ム

な
ど
は
す
で
に
子
供
た
ち
の
親
の
代
か
ら
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
フ
ラ
ン
ス
が
日
本
の
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
の

中
心
地
で
あ
る
が
、
一
九
七
八
年
に
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
ア
ニ
メ

U
F
O

ロ
ボ
・
グ
レ
ン
ダ
イ
ザ
ー

（
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
ク

G
old

ora
k

）
は
日
本
ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
。
こ
の
世
代
は
す
で
に
中
高
生
以
上
の
子
供
を
持
つ
。
つ
ま
り
日
本
マ

ン
ガ
・
ア
ニ
メ
世
代
は
第
二
世
代
・
第
三
世
代
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る

）
。

印
象
派
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
、
ア
ー
ル
デ
コ
、
ジ
ャ
ズ
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
な
ど
は
は
じ
め
新
興
で
、
下
品
と
評
さ
れ
、
社

会
・
権
威
に
対
す
る
若
者
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
反
発
と
見
下
さ
れ
る
傾
向
が
当
初
は
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
が
時
間
を
経
て
、
世

界
的
な
大
衆
の
支
持
を
得
る
よ
う
に
な
る
と
次
第
に
求
心
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
世
界
性
を
増
し
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
そ

れ
ら
の
文
化
的
価
値
は
増
幅
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

）
。
多
く
の
人
が
関
心
を
持
ち
、
関
わ
る
よ
う
に
な
る
と
、
技
術
や
コ
ン
テ
ン
ツ
に

深
み
が
増
す
の
は
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。
今
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
も
そ
う
い
う
世
界
文
化
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
認
証
さ
れ

る
時
期
に
入
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

4

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
売
る
文
化
大
国
の
外
交

）
│
│
国
家
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
│
│

安
定
し
た

好
い
イ
メ
ー
ジ

B
B
C

ワ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス
が
二
〇
〇
六
年
十
一
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
行
っ
た
世
論
調
査
報
告
（
二
十
七
カ
国
の
人
々
が

世
界
の
十
三
の
国
・
地
域
が
世
界
に
与
え
る
影
響
を
ど
う
見
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
調
査
）
で
は
、
日
本
の
世
界
に
対
す
る
影
響
が

肯

定
的

と
す
る
意
見
は
五
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
カ
ナ
ダ
と
同
率
で
最
も
高
か
っ
た
。
つ
い
で

E
U

、
フ
ラ
ン
ス
ま
で
が
五
十
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
で
あ
っ
た
。
他
方
で
二
十
七
か
国
中
二
十
五
か
国
で
、
日
本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

肯
定
的

が

否
定
的

を

上
回
っ
て
い
た
。
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
で
は
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
人
々
が

肯
定
的

、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
各
国
と
も
五
十
パ
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ー
セ
ン
ト
以
上
の
人
々
が

肯
定
的

で
あ
っ
た
が
、
逆
に

否
定
的

が
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
を
記
録
し
た
の
が
韓
国
と
中
国

で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
に
は
五
位
、
〇
九
年
に
は
二
位
だ
っ
た
が
、
常
に
高
い
位
置
を
日
本
が
示
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
）。

国
家
ブ
ラ
ン
ド

の
概
念
を
提
唱
し
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
広
報
顧
問
を
務
め
た
サ
イ
モ
ン
・
ア
ン
フ
ォ
ル
ト
は

国
家
ブ
ラ
ン

ド
指
数
（N

atio
n
al

B
ra

n
d
In

d
e
x

）

を
毎
年
発
表
し
て
い
る

）
。
こ
れ
は
世
界
五
十
カ
国
・
地
域
に
つ
い
て
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国

に
つ
い
て
抱
く
イ
メ
ー
ジ
を
、
①
輸
出
、
②
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
③
文
化
、
④
人
、
⑤
観
光
、
⑥
移
住
・
投
資
の
各
項
目
・
分
野
（
指

標
）
に
つ
い
て
調
査
し
、
各
国
の
ブ
ラ
ン
ド
を
数
値
化
し
た
調
査
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
に
つ
い
て
の
質
問
の
答
え
を
、
評
価

が

最
低

の
場
合
=
1
、

最
高

の
場
合
=
7
と
い
う
数
値
を
与
え
、
集
計
し
、
平
均
し
た
も
の
を
国
家
ブ
ラ
ン
ド
指
数
と
し

て
数
値
化
す
る
。
各
国
約
一
千
人
規
模
で
、
二
十
カ
国
で
実
施
す
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
八
年
は
ド
イ
ツ
が
第
一
位
、
以
下
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
、
カ
ナ
ダ
と
続
き
日
本
は
第
五
位
で
あ
る
。
日
本

は
輸
出
指
数
で
は
世
界
第
一
位
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
指
数
は
十
七
位
、
文
化
・
人
・
観
光
で
は
八
位
、
移
民
・
投
資
指
数
は
十
位
と
言
う

結
果
が
出
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
は
ア
メ
リ
カ
が
第
一
位
、
以
下
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
と
続
き
日
本
は
前
年
同
様
第
五

位
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
の
順
位
は
輸
出
指
数
が
飛
び
ぬ
け
て
よ
い
こ
と
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
全
体
的
に
は
八
位
程
度
で
あ
る
。

問
題
は
カ
バ
ナ
ン
ス
の
順
序
が
前
年
に
引
き
続
い
て
、
十
六
位
と
悪
く
、
政
治
シ
ス
テ
ム
の
不
透
明
性
が
問
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
上
位
二
十
カ
国
に
は
欧
州
・
北
米
お
よ
び
日
本
と
い
う

O
E
C
D

加
盟
国
が
選
ば
れ
て
お
り
、
国
家
ブ
ラ
ン
ド
の
強
さ
が

経
済
力
と
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

国
家
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
政
府
レ
ベ
ル
で
は

ブ
ラ
ン
ド
戦
略

と
し
て
追
求
さ
れ
て
い
る
。
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二
〇
〇
九
年
三
月
知
的
財
産
戦
略
本
部
の
コ
ン
テ
ン
ツ
・
日
本
ブ
ラ
ン
ド
専
門
調
査
会
は

日
本
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

を
発
表
。
ア

ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
食
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
産
業

と
位
置
づ
け
て

日
本
ブ
ラ
ン
ド

と
し

て
戦
略
的
に
創
造
・
発
信
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

）
。

デ
ィ
ニ
ー
に
よ
る
と
、
国
家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
論
と
は
政
治
学
な
ど
に
よ
る
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
研
究
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
分
野
で
の
原
産
国
（co

u
ntr

y
of

origin

）
研
究
が
融
合
し
た
も
の
と
指
摘
す
る

）
。
ま
た
ヴ
ァ
ン
・
ハ
ム
に
よ
れ
ば
イ
メ
ー
ジ
が

支
配
的
な
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
お
い
て
は
他
国
と
明
確
に
差
別
化
さ
れ
た
国
家
イ
メ
ー
ジ
は
影
響
力
の
源
に
な
る
。
消
費
者
が
商

品
に
対
し
て
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
形
で
抱
く
イ
メ
ー
ジ
と
同
様
な
も
の
と
し
て
、
外
部
世
界
が
あ
る
国
に
対
し
て
も
つ
イ
メ
ー
ジ
を

ブ
ラ
ン
ド
国
家

と
呼
ん
だ

）
。

ブ
ラ
ン
ド
の
定
義
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
銘
柄
、
用
語
、
表
示
、
シ
ン
ボ
ル
、
デ
ザ
イ
ン
（na

m
e,

ter
m,

sig
n,

s
y
m
b
ol,

or

d
esig

n

）
や
販
売
業
者
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
す
る
（
身
元
を
保
証
す
る
）
た
め
、
あ
る
い
は
競
争
の

目
的
で
他
の
商
品
と
識
別
す
る
た
め
に
、
銘
柄
、
用
語
、
表
示
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
、
と
い
う
ア
メ
リ
カ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会

の
定
義
と
似
た
使
い
方
が
多
く
の
場
合
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
マ
ク
レ
ア
ら
の
定
義
で
は
、

キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
付
加
価
値
の
唯
一
の
組
み
合
わ
せ
（a

u
niq

u
e
co

m
bin

atio
n
of

c
h
aracteristics

a
n
d
a
d
d
e
d
v
alu

es

）

と
捉
え
ら
れ

て
い
る

）
。

日
本
の
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
は
扱
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
の
範
囲
の
広
さ
、
表
現
形
式
の
独
創
性
な
ど
特
異
な
点
が
い
く
つ
も
あ
り
、

そ
れ
ら
は
日
本
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
が
世
界
に
流
布
し
た
要
因
で
も
あ
る

）
。
い
ず
れ
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
分
野
で
の
拡
大
は
民
間
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
で
の
動
き
に
よ
る
と
こ
ろ
が
第
一
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
政
府
レ
ベ
ル
で
の
動
き
は
ず
っ
と
後
に
な
る
。
日
本
の
場
合
、
先
行
し
た
の
は
観
光
立
国
を
目
指
し
た
動
き
で

あ
っ
た
。
国
土
交
通
省

グ
ロ
ー
バ
ル
観
光
戦
略

（
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）
や
二
〇
一
〇
年
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
一
千
万
人
に
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す
る
方
針
を
示
し
た
小
泉
首
相
の
施
政
方
針
演
説
（
二
〇
〇
三
年
一
月
）
を
皮
切
り
に
、
観
光
立
国
懇
談
会
報
告
書
（
二
〇
〇
三
年
四

月
）、
観
光
立
国
関
係
閣
僚
会
議

観
光
立
国
行
動
計
画

（
二
〇
〇
三
年
六
月
）、
観
光
立
国
推
進
戦
略
会
議
報
告
書
（
二
〇
〇
四
年

十
一
月
）
な
ど
が
相
次
い
で
ま
と
め
ら
れ
た
。
二
〇
〇
四
年V

isit
Ja
p
a
n
C
a
m
p
aig

n

実
施
本
部
が
設
置
さ
れ
た
。Y

o
u
k
oso

Ja
p
a
n

（

よ
う
こ
そ
ジ
ャ
パ
ン

）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
法
的
整
備
と
し
て
は
、
観
光
立
国
推
進

基
本
法
（
二
〇
〇
六
年
十
二
月
）、
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
（
二
〇
〇
七
年
六
月
）
が
制
定
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
十
月
に
は
国
土
交

通
省
の
外
局
と
し
て
観
光
庁
が
設
置
さ
れ
た

）
。

二
〇
〇
六
年
に
始
ま
っ
た
海
外
交
流
審
議
会
の
答
申
な
ど
を
受
け
て
、
政
府
は
広
報
外
交
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
）
の

具
体
的
措
置
と
し
て
、
①
日
本
語
教
育
の
海
外
で
の
活
性
化
（
海
外
に
一
〇
〇
の
教
育
拠
点
を
創
設
、

eラ
ー
ニ
ン
グ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
日
本
語
教
育
）、
日
本
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
日
本
語
能
力
試
験
の
改
善
な
ど
で
あ
る
）。
②
伝
統
文
化
と
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
活
用
。
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
発
展
。
ア
ニ
メ
大
使
、
国
際
漫
画
賞
な
ど
。
③
国
際
テ
レ
ビ
放
送
の
拡
大
。
④
国
際
文
化
協
力

（
文
化
助
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ユ
ネ
ス
コ
や
国
連
大
学
を
介
し
た
協
力
）、
⑤
知
的
交
流
と
知
的
リ
ー
ダ
ー
へ
の
情
報
提
供
（
大
学
・
シ
ン

ク
タ
ン
ク
へ
の
支
援
、

J
E
Tプ
ロ
グ
ラ
ム
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
派
遣
・
受
け
入
れ
、
留
学
生
三
十
万
人
受
け
入
れ
な
ど
の
人
物
交

流
）、
⑥
政
策
決
定
者
へ
の
支
援
強
化
（
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
日
本
人
専
門
家
の
影
響
力
あ
る
国
際
会
議
へ
の
戦
略
的
派
遣
・
日
本

人
専
門
家
能
力
構
築
の
支
援
・
日
本
で
の
重
要
な
国
際
会
議
開
催
）
な
ど
が
掲
げ
て
い
る

）
。

文
化
外
交
発
展
の
道
│
│
新
し
い
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
輸
出

す
で
に
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
好
い
。
日
本
文
化
を
通
し
て
ま
さ
に
日
本
と
い
う
国
が

ブ
ラ
ン
ド

と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
フ

ラ
ン
ス
に
は
本
来
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
風
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と
い

う
言
葉
は
一
般
に
は
響
き
の
よ
い
、
高
質
で
上
品
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
日
本
と
い
う
言
葉
の
響
き
は
、
今
や
、

慎
ま
し
さ
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平
和

安
定

他
人
へ
の
思
い
や
り

繊
細

な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
文
化
的
評
価
が
高
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
す
ぐ
に
外
交
に
生
か
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
わ
れ
わ
れ

の
側
で
も
準
備
が
必
要
で
あ
る
。

第
一
は
、
文
化
担
当
専
門
官
の
本
格
的
な
育
成
。
文
化
交
流
事
業
に
は
政
府
・
政
治
家
が
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
公
式

外
交
ル
ー
ト
で
の
情
報
交
換
や
協
力
が
一
層
不
可
欠
で
あ
る
。
単
な
る
文
化
交
流
で
終
わ
ら
な
い
た
め
の
制
度
設
計
や
枠
組
み
作
り

に
貢
献
で
き
る
行
政
官
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
に
、
知
的
交
流
と
日
本
語
普
及
は
ま
だ
十
分
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
著
名
人
を
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
派
遣
す
れ

ば
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
傾
向
は
依
然
と
し
て
あ
る
。
ま
た
現
地
の
日
本
語
教
師
会
の
側
面
支
援
で
よ
い
と
い
う
考
え
も
不
十
分
で
あ

る
。
知
的
交
流
に
は
専
門
領
域
で
の
地
味
で
継
続
的
な
知
識
人
の
交
流
が
不
可
欠
で
あ
り
、
日
本
語
教
育
の
浸
透
に
は
日
本
か
ら
の

現
地
で
の
日
本
語
教
育
体
制
へ
の
支
援
と
現
地
政
府
の
日
本
語
教
育
活
性
化
の
た
め
の
働
き
か
け
を
一
体
化
さ
せ
た
活
動
が
不
可
欠

で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
専
門
的
知
識
と
ス
キ
ル
を
持
ち
、
行
政
に
も
通
じ
て
い
る
人
材
の
育
成
は
急
務
で
あ
る
。

第
三
に
、
こ
う
し
た
中
で
日
本
の
外
交
戦
略
・
外
交
見
識
を
海
外
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
が
一
番
弱
い
。
そ

れ
は
日
本
外
交
の
主
張
が
希
薄
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
主
体
性
と
普
遍
性
の
あ
る
発
言
が
日
本
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に

は
お
題
目
で
は
な
い
、
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
か
ら
の
見
識
を
提
言
す
べ
き
で
あ
る
。
平
和
的
文
化
大
国
と
し
て
の
日
本
の
イ
メ

ー
ジ
は
そ
の
た
め
の
基
礎
と
し
て
十
分
で
あ
る
。
手
段
と
方
法
は
育
っ
て
い
る
の
で
、
外
交
見
識
の
育
成
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
、

外
交
論
壇
の
枯
渇
的
状
況
の
改
善
も
不
可
欠
で
あ
る
。

最
後
に
、
ハ
コ
モ
ノ
行
政
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
は
あ
る
が
、
戦
略
的
な
優
先
順
位
と
予
算
の
重
点
配
分
は
再
検
討
し
た
ほ
う
が

よ
い
。
パ
リ
日
本
文
化
会
館
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
の
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
最
近
で
は
中
国
や
韓
国
が
パ
リ
で
の
文

化
活
動
に
積
極
的
に
な
っ
て
い
る
。
パ
リ
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
と
世
界
に
大
き
な
影
響
力
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を
持
つ
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
理
的
重
要
性
は
明
白
で
あ
ろ
う

）
。

（
1
）P

hillip
e
B
u
rty

Ja
p
o
nis

m
e",

,
m
ai18

7
2‐

fe
b1
8
7
3.

（
2
）

馬
渕
明
子

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
│
幻
想
の
日
本

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、一
九
九
七
年
、一
一
頁
。
な
お
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
つ
い
て
はLio

n
el

L
a
m
b
o
u
r
n
e,

─
,

P
h
aid

o
n,
20
06.

が
大
変
参
考
に
な
る
。
同
書
は

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
語
源
か
ら
は
じ
め
、
そ
の
広
が
り
に
つ
い
て
広
範
な
例
を
写
真
を
使
い
な
が
ら
紹
介
し
て
い
る
。

（
3
）

高
階
秀
爾

序

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
は
何
か

、
小
林
利
延

日
本
美
術
の
海
外
流
出

、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
学
会

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
入

門

思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
三
│
一
四
頁
。
な
お
同
書
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
概
説
書
と
し
て
は
最
適
で
、
上
記
論
文
ほ
か
、
フ

ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
国
に

ま
で
輸
出
さ
れ
た
事
情
に
関
す
る
論
文
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）

本
稿
で
紹
介
す
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
そ
の
も
の
の
発
展
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
代
表
的
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る

が
、
フ
ラ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
右
記L
a
m
b
o
u
r
n
e

の
研
究
と
、
和
田
博
文
ほ
か

言
語
都
市
・
パ
リ
│
一
八
六
二
│
一
九
四
五

藤
原

書
店
、
二
〇
〇
二
年
を
参
照
。

（
5
）

エ
ド
ワ
ー
ル
・
エ
リ
オ

欧
州
合
衆
国
論

鹿
島
出
版
会
、
一
九
六
二
年
。

（
6
）

吉
田
徹

フ
ラ
ン
ス
│

経
済
の
国

と

文
化
の
国

の
逆
転

石
澤
靖
治
編

日
本
は
ど
う
報
じ
ら
れ
て
い
る
か

新
潮
新
書

二
〇
〇
四
年
、
四
一
│
六
八
頁
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
に
つ
い
て
、
ポ
ッ
プ
・
マ
ン
ガ
・
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
な

ど
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
と
し
てJe

a
n‐

M
arie

B
o
uisso

u

の
一
連
の
業
績
が
あ
る
。Q

u
a
n
d
l'
A
sie

e
x
p
orte

ses
i
m
a
gi‑

n
aires",

,
octo

bre‐
n
o
v
e
m
bre2

0
0
7,

p
p.
4
7‐
4
9,

L
e
m
a
n
g
a,

l'
histoire

et
la

c
ultu

re
ja
p
o
n‑

aise"
in

,
n°
2
6,

se
pte

m
bre

20
0
7,

p
p.
3
6
‐
44,

L
e

m
a
n
g
a

et
la

d
e
´

m
ocratie.

U
n
e
e
´
tu

d
e
d
e
trois

b
est‐

sellers
d
es

a
n
n
e
´
es1

9
9
0
",

,
T
o
k
y
o,

M
aiso

n
F
ra

n
co‐

Ja
p
o
n
aise,

hiv
er2

00
6‐
2
0
0
7.

（
7
）

浜
野
保
樹

模
倣
さ
れ
る
日
本
│
映
画
、
ア
ニ
メ
か
ら
料
理
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で

祥
伝
社
新
書
、
二
〇
〇
五
年
。

（
8
）

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ナ
イ

ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
│
二
一
世
紀
国
際
政
治
を
制
す
る
見
え
ざ
る
力

日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
四
年
。
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（
9
）

世
界
に
お
け
る
多
様
な
文
化
の
国
際
競
争
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
大
薗
友
和

世
界

文
化
力
戦
争

大
図
解
│
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ

ン
が
世
界
を
制
す

小
学
館
、
二
〇
〇
八
年
。

（
10
）

文
化
外
交
の
推
進
に
関
す
る
懇
親
会

http://
w
w
w.

k
a
ntei.

g
o.
jp/

jp/
s
hin

gi/
b
u
n
k
a

（
11
）D

o
u
glas

M
c
G
ra

y,
Ja
p
a
n'
s
G
ross

N
atio

n
al

C
o
ol',

,
J
u
n/
J
uly20

0
2.

（
12
）

す
で
に
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
と
こ
ろ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
清
谷
信
一

ル
・
オ
タ
ク
│
フ
ラ
ン
ス
お
た
く
物

語

講
談
社
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
を
参
照
。

（
13
）

中
村
伊
知
哉
・
小
野
打
恵

日
本
の
ポ
ッ
プ
パ
ワ
ー
世
界
を
変
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
実
像

日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
六
年
、
八

四
│
九
五
頁
。

（
14
）

国
際
関
係
に
お
け
る
文
化
交
流
・
広
報
文
化
の
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
も
そ
の
業
績
は
あ
る
。

J・

M・
ミ
ッ
チ
ェ

ル
（
田
中
俊
郎
訳
）

文
化
の
国
際
関
係

三
嶺
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
平
野
健
一
郎

国
際
文
化
論

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇

年
、
金
子
将
史
・
北
野
充

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
│

世
論
の
時
代

の
外
交
戦
略

P
H
P研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
。

（
15
）B

B
C

W
orld

S
ervice(

G
lo
b
al

S
ca

n
In
corp

orate
d
a
n
d

T
h
e
P
ro

g
ra

m
m
e
o
n
Inter

n
atio

n
al

P
olic

y
A
ttitu

d
es),

http://
n
e
w
s.
b
b
c.
co.

u
k

（
16
）http://

n
atio

n‐
bra

n
din

g.
info/2

00
8/1

0/0
1/

a
n
h
olts‐

n
atio

n‐
bra

n
d‐
in
d
e
x‐
2
00
8
‐
rele

ase
d/,

http://
n
atio

n‐
bra

n
d‑

in
g.
info/20

0
9/1

0/0
7/

n
atio

n‐
bra

n
ds‐

in
d
e
x‐
2
0
0
9/

（
17
）http://

w
w
w.

gtai.
co

m/
jp
d
o
w
nlo

a
ds‐

jp/
gtai/

re
p
ort‐

hig
hlig

hts

In
M
arc

h2
00
9,

th
e
C
o
nte

nts‐
Ja
p
a
n
B
ra

n
d
C
o
m
m
itte

e
of

th
e
Intellectu

al
P
ro

p
erty

Strate
g
y
H
ea

d
q
u
arters.

（
18
）K

eith
D
in

nie,
,

B
utter

w
orth‐

H
ein

e
m
a
n
n20

0
8.

（
19
）V
a
n

H
a
m,

P
eter,

T
h
e

R
ise

of
th

e
B
ra

n
d
State"

,
v
ol.

8
0,

n
o5

S
e
pte

m
b
er/

O
cto

b
er20

01
p
p.2‐

6.

（
20
）K

eith
D
in

nie,
.,

p.14.

（
21
）B

o
uisso

u,
Je
a
n‐

M
arie,

C
o
m
m
e
nt

le
m
a
n
g
a
est

d
e
v
e
n
u
u
n
pro

d
uit

c
ultu

rel
glo

b
al",

,
juillet2

008,
p.

42
‐5
5,

P
o
u
rq

u
oi

ai
m
o
n
s‐

n
o
u
s
le

m
a
n
g
a?

U
n
e
a
p
proc

h
e
e
´
co

n
o
m
iq
u
e
d
u
n
o
u
v
e
a
u

ja
p
o
n
ais",
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(
P
U
F)

n°
2
7,

se
pte

m
bre2

0
0
6,

p
p.71

‐
8
4.,

o
u
la

re
´

v
olutio

n
self‐

service",
n°
7,

a
vril2

0
0
0,

p
p.14

3
‐
1
56.

（
22
）

金
子
将
史

国
家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
日
本
の
課
題

、

,
v
ol3‐

N
o1
6,

2
0
09.9.1.

D
aliot‐

B
ul,

M
ic
h
al,

Ja
p
a
n
bra

n
d
Strate

g
y:

T
h
e
T
a
m
in

g
of

C
o
ol

Ja
p
a
n'

a
n
d
th

e
C
h
alle

n
g
es

of
C
ultu

ral
Pla

n
nin

g
in

a
P
ost‑

m
o
d
er
n
A
g
e"

in
,

V
ol.1

2,
N
o2,

p
p2
4
7
‐2
6
6,

2
00
9.

（
23
）w

w
w.

m
ofa.

g
o.
jp/

m
ofa/

a
n
n
al/

s
higik

ai/
k
or
y
u/
in
d
e
x.
ht

m/

川
村
陶
子
・
岸
清
香

文
化

は
戦
略
化
す
る

遠
近

、

O
ct‐

N
o
v.
2
0
04

国
際
交
流
基
金
、
岡
本
真
佐
子

新
た
な
文
化
外
交
に
向
け
て

遠
近

N
o7,

O
ct‐

N
o
v.
2
0
0
5.

（
24
）

渡
邊
啓
貴

日
本
文
化
の
発
信
力
の
向
上
を

中
央
公
論

二
〇
〇
九
年
五
月
、

文
化
外
交
今
こ
そ
強
化

読
売
新
聞

二
〇

一
〇
年
六
月
十
四
日
、

文
化
外
交

の
体
制
整
備
急
げ

日
本
経
済
新
聞

二
〇
一
〇
年
八
月
二
十
三
日
な
ど
参
照
。
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